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　協会の調査には、いつもご協力いただき大変感
謝申し上げる。今回の巻頭言では、これまでの調
査・検証委員会の調査・検証活動を紹介し、当協
会への引き続きのご協力をお願い申し上げたい。
　調査・検証委員会は12名で構成され、以下の４
つの調査に主たる担当者を配置し運営している。
　「会員施設調査」は、年度初めに行う協会会員
施設の基本項目の集計である。各施設の動態を把
握し、特徴を明確にし、協会内の各種委員会活動
等の基本的情報提供に貢献している。令和４年度
より、各施設からいつでも効率的に情報入力や修
正ができる新システム体制を用意し、今後の調査
への参加増に期待している。
　「回復期から生活期までのリハビリテーション
の効果に関する実態調査」は、回復期退棟後の
ADLの変化やリハビリテーション（以下、リハ）
の提供等の調査を通して、生活期リハの成果に影
響を及ぼす要因を分析し、質の向上につなげるこ
とを目的としている。
　平成28年度より毎年実施し、調査結果につい
て、リハ・ケア合同研究大会や本誌で報告してき
た。診療報酬においては、平成30年度診療報酬・
介護報酬改定の際に回復期リハ病棟退棟後３か月
以内の患者が、疾患別リハにおける算定日数の上
限除外対象へ追加することに貢献した。また、介
護報酬においては、リハマネジメント加算によ
る、通所リハ・訪問リハへの医師の詳細な指示に

対しての評価につながったものと考えている。リ
ハに関わる医師の定期診察は患者の生活範囲拡
大LSAに優位に貢献することも示すことができ
た。
　「新型コロナウイルス影響について調査」は、
昨年から今年にかけて行い、各会員施設のより良
い患者支援や病院・施設運営につなげていくため
に、３回実施した。１回目（令和２年３月～６
月）の調査結果は本誌の第178号で、２回目（同
年７月・８月）結果は179号で報告した。
　令和３年度は、新たに「地域包括ケア病棟退棟
後の生活期リハ効果に関する実態調査」を実施し
た。多様性を特徴とする地域包括ケア病棟におけ
るリハの実施状況や、退棟後継続した生活期リハ
の実施状況について、またその効果については、
十分に調査が行われていないのが現状である。本
調査では、地域包括ケア病棟に入棟し、リハの対
象になった患者の、入棟前の状態や入棟中のリハ
の実施状況、退棟後のリハ実施状況、生活機能評
価の経過を調査する。回復期調査といろいろな点
で異なるリハの効果が分析でき、有益な情報を提
供できるものと思う。
　最後に、リハの重要な項目の解析を行い、その
有用性を訴えるためには、可能な限り多くのデー
タの集積が必要である。今後とも会員の皆さまの
協会の調査へのご協力を引き続きよろしくお願い
したいと思う。

巻頭言

德永 能治
日本リハビリテーション病院・施設協会 常務理事

一般社団法人是真会長崎リハビリテーション病院法人本部 診療統括
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